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（2007 (平成 19) 年 4 月 1 日 「特別支援教育の推進について(通知)」より） 
⇑ 

































② 実態把握   保護者と連携して検討を進める。
③ 特別支援教育コーディネーターの指名
2007(平成 19)年 4 月 1 日「特別支援教育の推進について(通知)」














  ⑤ 「個別の指導計画」    
一人ひとりに応じた教育を進める。 





  ○教育基本法・・・我が国の教育に関する基本的・基礎的な法律 
   現行の法律は，2006（平成 18)年 12 月 22 日に公布・施行 
   この法律に規定する諸条件を実施するため，必要な法令が制定される。 
(同法第 18 条) 
障害のある者が十分な教育を受けられるよう，教育上必要な支援を講ずべきことが
新たに規定された。          
(同法第４条第２項) 





(学校教育法施行規則第 129 条) 












  ① 小・中学校等に準じた改善を行うこと 
  ② 障害の重度・重複化，多様化に対応し，一人ひとりに応じた指導を一層充実させ
ること 
  ③ 自立と社会参加を推進するため，職業教育を充実させること 
 以上の三つの基本的な考えに基づき，主に次の４点について改善が図られた。 
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             ↓ 
1.障害の重度・重複化，多様化への対応   
2.一人ひとりに応じた指導の充実 








教育課程については，特に必要がある場合は，第 50 条第１項，第 51 条及び第 52 条の
規定並びに第 72 条から第 74 条までの規定に関わらず，特別の教育課程によることがで
きる。」 
(学校教育法施行規則第 138 条) 
  実情に合った教育課程を編成する必要 
   ○自立活動を取り入れる 
   ○各教科の目標・内容を下学年の教科の目標・内容に替える 
   ○各教科を，知的障害者でてある児童・生徒に対する教育を行う特別支援学校の各
教科に替える 
 






























「健康の保持」 「心理的な安定」 「人間関係の形成」 









 (1) 村田二小の特別支援教育及び学級 
  [特別支援教育] 
平成 27 年度「学校経営の基本方針」６重点努力事項(３)特別支援教育の充実 
   ・特別支援学級と協力学級との共同学習の推進 
   ・通常の学級における配慮を要する児童への具体的支援 
   ・障害のある児童の個別支援計画による支援の充実 
  [特別支援学級] 
  あすなろ１組…知的障害      ４名(１年２名，２年１名，５年１名) 
  あすなろ２組…自閉・情緒障害   １名(３年１名) 
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 (2) あすなろ２組の教育課程 
≪１年の流れ≫ 
月 学 校 行 事 等 特 別 支 援 学 級 行 事 等 
４ ・学年始休業・披露式・始業式  
・入学式・１年生を迎える会・授業参観 
 
５ ・開校記念日 ・運動会  
６ ・家庭訪問 ・若草祭り 
・運動能力テスト 
・柏餅作り 
７ ・授業参観 ・終業式 ・夏季休業 ・第１回村田町小・中特別支援学級交流会  
・村田町小・中特別支援学級合同交流会 
８ ・夏季休業 ・始業式  
９ ・夏休み作品展 ・水泳記録会 
・見学学習 
・特別支援学級仙南地区造形展 
10 ・若草発表会  
11 ・村田町音楽祭 ・持久走大会 ・第２回村田町小・中特別支援学級交流会  
12 ・授業参観 ・終業式 ・冬季休業  
１ ・冬季休業 ・書きぞめ展  
２ ・授業参観 ・第３回村田町小・中特別支援学級交流会  
・味噌作り 
３ ・６年生を送る会 ・卒業式 




      ※標準時数・同学年との比較 
教  科 標 準 週(35 週) 村二小３年 週(35 週) あすなろ２組 週(35 週) 
国  語 245 7.0 249 7.0 227 6.5 
社  会 70 2.0 73 2.0 56 1.6 
算  数 175 5.0 178 5.0 156 4.5 
理  科 90 2.6 93 2.6 70 2.0 
音  楽 60 1.7 63 1.7 60 1.7 
図  工 60 1.7 63 1.7 60 1.7 
体  育 105 3.0 107 3.0 105 3.0 
教 科 計 805 23.0 826 23.0 734 21.0 
生活単元     70 2.0 
自立活動     70 2.0 
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領 域 計     140 4.0 
道  徳 35 1.0 35 1.0 18 0.5 
総  合 70 2.0 70 2.0 35 1.0 
学  活 35 1.0 35 1.0 17 0.5 
児 童 会 5 - 5 - 5 - 
ク ラ ブ 1 - 1 - - - 
学校行事 35 - 35 - 35 - 
特 活 計 181 4.0 181 4.0 110 2.0 
創意(外) 5 0.1 5 0.1 5 0.1 
全 時 数 991 27.0 1012 27.0 989 27.0 




  ○自立活動 
   児童の実態を考慮し，以下の内容を実施している。 
    自立活動の内容 １．健康の保持  
(４)健康状態の保持・改善に関すること 
            ５．身体の動き  
(３)日常生活に必要な基本動作に関すること 
             (５)作業の円滑な遂行に関すること 
  ○生活単元学習 
     野菜の栽培，交流会，季節の行事等 
 
 (4) 交流・体験学習について 
   ○協力学級(３年生)と 
     理科，社会，音楽，図工，体育，総合 
     そら豆の育成，昔遊び，サンドイッチ作り(学年行事) 
   ○地域と 
     柏餅作り，ミルク教室，味噌作り 
   ○町内の学校と 
     交流学習…年３回 
   ○保護者も交えて 
     施設見学 
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４ おわりに 
特別支援教育は，ここ数年で大きく変化したが，一般の人たちの認識に大きな変化はな
い。保護者の間にも，旧態依然とした認識しかもっていない人たちも多い。そしてそのこ
とが，障害を持つ児童・生徒の健全な生育を妨げている場合も見受けられる。 
子ども一人ひとりの教育的ニーズに応じた支援を行っていく特別支援教育は，教育の原
点ともいえる。 
特別支援教育充実に向け，教師も意識改革を図り，子どもの実態を理解し，教育的ニー
ズに応じた指導・支援を行っていくことが求められている。 
8
